
品川区教育委員会会議記録

平成 25 年  第 5 回  臨時会 

場  所      教育委員室 

期  日      平成 25 年 4 月 15 日  

開  会      午後 7 時 00 分  

閉  会      午後 7 時 40 分

出席委員  

委 員 長  市川  信之助  

委員長職務代理者  鈴木  敏夫   

委 員  安尾  久子   

委 員  波多野  美佳  

教 育 長  中島  豊  

欠席委員   

出席職員  

教 育 次 長  田村  信二  

庶 務 課 長  齋藤  信彦  

学 務 課 長  和氣  正典  

指 導 課 長  渋谷  正宏  

品川図書館長  中元  康子  



議事運営  
および  
委員長、教育
長報告事項等

・ 署名委員に鈴木委員、波多野委員を指名。 

件名 

日程第1 報告事項1 

教育長の任命について 

担当課説明等 

委員質疑要旨 

事務局説明 

委員意見要旨 

議事結果  4月13日に中島教育長が任命されたことに伴い、教育長発令を行う。 



件名 

日程第2 その他 

委員の議席について 

担当課説明等 

委員質疑要旨 

事務局説明 

委員意見要旨 

議事結果  5番席は中島教育長とする。 



件名 

日程第3 報告事項2 

品川区立学校における体罰の実態把握について（第一次報告） 

担当課説明等 
（指導課長） 
・ 資料に基づき説明 

委員質疑要旨 

（委員Ｄ） 
・ 昨年度に起きたいじめ等の事案発生後、当該校において子ども達や教
職員の雰囲気はどうか。 

（委員Ｂ） 
・ 区立学校における体罰の件数報告があったが、昨年度に起きたいじめ
等の事案に関係している子ども達はいるのか。 

（委員Ａ） 
・ 体罰の報告があった学校において、当該校のカウンセラーの勤務体制
はどうなっているのか。 

・ いじめや体罰等の報告は、非常に重要な問題である。4月から校長を始
め教職員も新体制となったが、いじめや体罰等のあった学校は、現在ど
のような状況か。 

事務局説明 

（指導課長） 
・ 昨年度に起きたいじめ等の事案発生後、定期的に当該校を訪問し、状
況確認を行っている。その中で、カウンセラーが子ども達に対し心のケ
アも含めて相談等の対応を行っているが、全ての子ども達を見きれてい
ないのが現状である。また、教職員同士においても、相談体制の連携が
うまく機能していない様子がうかがえる。今後も引き続き学校を訪問し、
子ども達のケアや教職員の指導等、注意深く行っていく必要がある。 

・ 今回、報告した体罰の実態について、昨年度に発生したいじめ等の事
案に直接関係している子ども達はいないことを確認している。 

・ 体罰が確認された当該校には、都費と区費のカウンセラーが配置され
ており、週に3日の勤務となっている。現状としては、子ども達が自らカ
ウンセラーに相談をしに行くことが少ないため、カウンセラーが能動的
に子ども達に働きかけていくような相談体制を作っていきたい。 

・ 4月から各校において校長を始め教職員も新体制となったが、いじめや
体罰等のあった学校長においては、その責務を重く受け止めるとともに、
この教訓を生かしていく気持ちで職務に努めている。しかし、何よりも
子ども達の心の理解、心のケアを最も大切にしていくことが重要であり、
子ども達の意見を尊重していければと考えている。 

（教育次長） 
・ 4月11日に東京都教育委員会において、体罰等の報告がされたことを受
けて、マスコミにより報道があった。区においても東京都から調査を受
け回答を行ったが、東京都教育委員会においては、第一次報告というこ
とで、東京都全体の体罰の件数のみの報告であった。区市別の件数は公
表されておらず、今後精査していくとのことである。本日の報告は、区
の判断で体罰の疑いがあるものも含めた件数を報告させていただいたも
のであり、東京都教育委員会の判断した件数と区の判断した件数が一致
しない可能性がある。今後、東京都教育委員会が最終報告として公表す
る件数が判明次第、詳細についてご報告させていただきたい。 

委員意見要旨 （委員Ｅ） 
・ 各学校にて毎月行っている生活アンケートについて、どのような内容



か確認したいので情報提供をお願いする。 

議事結果  了承 


